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Interview Part.1

道端　お二人は同級生だそうですね。ど
のような経緯で起業に至ったのですか？
佐々木　私はもともと機械工学を学び、
プラント業界に長年携わってきました。
一方で、木村は異なる業界にいたものの、
私が独立を考えたタイミングで声をかけ
たのがきっかけです。
木村　私は自動車の設計に携わりたくて
大手自動車メーカーに就職し、工場の生
産設備設計部署に配属されました。しか
し、欧州をはじめ海外への長期出張が多
く、自分の時間がほとんど取れなかった
ことと、大手ならではのルーティンワー
クに少し退屈を感じていたこともあり、
ちょうど退職を考えていたタイミングで
佐々木から声をかけてもらったんです。
道端　まさに新しいスタートを切るタイ
ミングが重なったのですね。

佐々木　そうですね。最初は不安もあり
ましたが、営業活動を続ける中で徐々に
お客様も増えていきました。
道端　プラントエンジニアリングさんは、
プラントの中でも設計を中心に手がけて
いらっしゃるのでしょうか？
木村　当社では設計から施工までを一貫
して担っています。一般的には分業制が
多く、大手ゼネコンなどでも設計は専門
のコンサルタント会社に依頼するケース
が主流です。しかし、分業になると管理
が複雑になり、お客様の負担も大きくな
ってしまいます。
道端　一括でお願いできるのは、お客さ
んにとっても大きなメリットなのですね。
佐々木　そうなんです。そこで、できる
だけ手間のかからない体制を考えた結果、
ワンストップで対応する形にしました。

一人ひとりが図面作成
から施工までを担うた
め、窓口も一本化され、
相談しやすい環境にな
ったと感じています。
道端　お二人とも生き
生きと働かれている印
象を受けました。どの
ようなところにやりが
いを感じていますか？
佐々木　やはり、自分
で設計図を描いたもの
が形になるということ
が、この仕事の魅力だ
と思っています。
木村　私は、お客様か

ら直接「ありがとう」と言っていただける
ことです。前職ではお客様の声を直接聞
く機会が少なかったので、そのぶんやり
がいを強く感じています。
道端　最後に、今後の目標についても聞
かせてください。
木村　現在はプラント関係の案件が多い
ですが、今後他分野にも積極的に参入し、
いただいたご相談には幅広く対応してい
きたいです。
佐々木　会社としては、あまり規模を大
きくするつもりはありません。社員数は
10名程度に抑えつつ、全員が設計から施
工まで対応できる少数精鋭組織を目指し
ています。今後は人材育成にもより一層
力を入れていき、会社全体がどの分野にも
対応できる体制を整えていきたいですね。
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お二人の息の合ったやり取りから、厚い信頼関
係と強い結び付きを感じました。それぞれのご
経験を生かしながら、ものづくりに真摯に向き
合われている姿勢が素敵です。また、設計か
ら施工までを一貫して担うスタイルは、お客さ
んにとっても非常に心強いと思います。今後の
さらなるご活躍を、私も期待しています！
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